
 様式２ 

推薦調書（実装部門） 

表彰区分 中核市 推薦都道府県 栃木県 

地方公共団体名 宇都宮市 

取組名称 「来訪者の状況に応じたレコメンドサービス」によるまちの賑わい創出 

連携自治体、企

業、団体等 

Ｕスマート推進協議会※（実施体制:日本電気㈱，㈱下野新聞社，宇都宮市） 

※Ｕスマート推進協議会とは，ＩＣＴ等の先進技術を利活用し，社会課題の解決や新たな事業の創出に取

り組むため，令和元年７月に設立した官民連携コンソーシアムであり，宇都宮市を含む２７団体が参画 

デジタルを活用

した取組の概要

（デジタルを活

用した取組の全

体概要と解決す

る個別課題の具

体的内容） 

（種類） ① 
（左記が①の場合

の分野） 
観光 

【デジタルを活用した取組の全体概要】 

・スマートフォン通信アプリ「ＬＩＮＥ」上に，ＬＩＮＥ公式アカウント

「コレメッケ 宇都宮」を構築し，会話型の観光案内（チャット bot）や，

混雑時の整理券発行などの様々な機能により，来訪者の街あるきのホスピタ

リティ向上や回遊促進を図る取組。 

 

【実施に至る経緯・動機】 

・事業所数や小売販売額の減少などの経済活力指標が減少傾向にあり，恒常

的な賑わい創出や経済活力向上に向けた取組の推進が必要となっている。 

・特に，今後，ＪＲ宇都宮駅東口のまちびらきとＬＲＴの開業により，イン

バウンドを含めた観光，コンベンションなどを通じて市内外や広域から多く

の集客が見込まれることから，来訪者の中心市街地への誘客や購買行動の活

発化，回遊性の向上に向けた取組が必要となっている。 

・このような中，「Ｕスマート推進協議会」が令和２年３月に策定した「宇

都宮スマートシティモデル推進計画」における「スマート・ホスピタリテ

ィ」分野の取組として，以下の実証実験を実施した。 

－令和元年度：観光客向け周遊促進サービスに係る実証実験の実施 

－令和２年度：属性情報を活用した提案型スマホアプリサービス提供によ

る回遊促進効果を検証する実証実験の実施 

－令和３年度：ＬＩＮＥをベースとした会話型コンシェルジュサービスに

よる回遊性の向上効果を検証する実証実験の実施 

（令和３年度実施体制：日本電気㈱（事業統括者），㈱下野新聞社，宇都宮市） 

 

【解決する課題の具体的内容】 

・来訪者の回遊性を向上させるためにはスマホアプリが有用であるが，来訪

者がスマホアプリをダウンロードすることはハードルが高いため，既存アプ

リの活用などダウンロードを必要としない方法が必要である。 

・ＷＥＢでは提供していない地域密着コアコンテンツの配信や，チャット

bot の活用による来訪者の状況，ニーズにマッチしたＷＥＢから得られない

情報提供が必要である。 



デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

⑴ ＬＩＮＥの活用や宇都宮餃子会「来らっせ」との連携による利用者獲得促

進等の効果を確認 

⇒ 多くの来訪者がインストール済のＬＩＮＥの活用，「来らっせ」におけ

る整理券発行機能により，全ての定量的ＫＰＩで目標を達成 

ＫＰＩ 目標 実績 達成率 

アプリ利用者数 １０，０００人 １３，１７５人 １３１．８％ 

コンテンツ閲覧数 ３，０００人 ３，６７２人 １２２．４％ 

クーポン獲得数 ２１０人 ２２４人 １０６．７％ 

クーポン来店数 １０５人 １５７人以上 １４９．５％ 

⑵ サービスの一部実装を実現 

⇒ 会話型観光案内や「来らっせ」における整理券発行サービスを実証実験

終了後も継続的に提供 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

⑴ チャット bot を活用した「来訪者の状況に応じた日本初 レコメンドサ

ービス」の提供 

本取組で提供するチャット bot サービスは，「来訪回数」，「来訪人数」，

「交通手段」といった来訪者の細かい状況に応じて回遊先を案内するレコメ

ンドサービスで，こうした状況ごとに対応し，観光客向けに情報提供する機

能は日本初の取組 

⑵ 「ＬＩＮＥ」をベースとすることでアプリケーションのダウンロードを不

要とし，簡単に利用できるサービスの提供 

今回提供するチャット bot サービスは，ＬＩＮＥ上でサービス提供を行う

ため，利用にあたって特別なアプリのインストールが不要で，すぐにサービ

スを利用可能 

今後の展望 

⑴ 事業者連携の枠組みを構築 

更なるサービス展開や情報の活用を行っていくために，宇都宮市内の主要

なステークホルダーとの協力体制を構築する。 

⑵ 利便性・必要性の高いサービスの提供 

事業者と連携し，回遊券やクーポンの発行，より精度の高いコンテンツの

提供などにより来訪者の利便性を向上させる。 

⑶ 情報配信のリアルタイム化 

事業者がリアルタイムに情報を入力・配信できる仕組みを構築し，利便性

の向上を図る。 



 
「コレメッケ 宇都宮」概要図 
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⽇本初︕ 



デジタルを活⽤した取組による成果① 

 



デジタルを活⽤した取組による成果② 

 

 

（令和３年度実証実験の成果） 

⇒ 現在の利⽤者数︓３９，３８０名（令和４年５⽉３１⽇時点） 


